
光
森
正
士
先
生

年
譜
お
よ
び
著
作
目
録

年

譜

昭
和

六
年

昭
和
二
七
年

昭
和
二
七
年

昭
和
三
〇
年

昭
和
三

一
年

昭
和
三
五
年

昭
和
三
五
年

昭
和
三
八
年

昭
和
三
八
年

昭
和
三
九
年

七 四 三 四 三 四 五 四 三 五
月 月 月 月 月 月 月 月 月 月

 

昭
和
四
〇
年

七
月

昭
和
四

一
年

三
月

昭
和
四
七
年

一
一
月

昭
和
五
〇
年

四
月

九
日
、
尼
崎
に
て
生
ま
れ
る
。

地
元
の
小

・
中
学
校
を
経
て
兵
庫
県
立
尼
崎
高
校
卒
業
。

大
阪
学
芸
大
学
入
学
。

大
阪
学
芸
大
学
中
途
退
学
。

龍
谷
大
学
文
学
部
入
学
。

同

文
学
部
仏
教
史
学
科
卒
業
。

同

大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
入
学
。

同

大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
卒
業
。

同

大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
入
学
。

奈
良
国
立
博
物
館
学
芸
課
工
芸
室
文
部
技
官
。

奈
良
市
史
編
集
委
員

(美
術
工
芸
担
当

昭
和
六
三
年
三
月
ま
で
)
。

奈
良
国
立
博
物
館
学
芸
課
美
術
室

(彫
刻
)。

龍
谷
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
満
期
退
学
。

奈
良
国
立
博
物
館
学
芸
課
普
及
室
長
。

橿
原
市
文
化
財
審
議
委
員

(美
術
工
芸
部
門
)
。
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昭
和
五
二
年

昭
和
五
三
年

昭
和
五
四
年

昭
和
五
五
年

昭
和
五
六
年

昭
和
五
八
年

昭
和
五
九
年

昭
和
六
〇
年

昭
和
六

一
年

昭
和
六
二
年

平
成

元
年

平
成

二
年

平
成

三
年

四 六 四 四 四 四
月 月 月 月 月 月

四 四 四 四 三 四 四
月 月 月 月 月 月 月

 

平
成

四
年

四
月

平
成

五
年

三
月

平
成

五
年

四
月

奈
良
国
立
博
物
館
学
芸
課
美
術
室
長
。

大
阪
府
松
原
市
史
、
美
原
町
史
編
集
委
員

(美
術
工
芸
部
門
)
。

帝
塚
山
短
期
大
学
非
常
勤
講
師

(
日
本
美
術
史
、
博
物
館
学
担
当

昭
和
五
六
年
三
月
ま
で
)。

財
団
法
人
聖
徳
太
子
奉
賛
会
評
議
会
委
員

(東
京
本
部
)
。

美
術
史
学
会
常
任
委
員

(西
支
部

平
成
五
年
三
月
ま
で
)
。

神
戸
大
学
文
学
部
お
よ
び
大
学
院
修
士

・
博
士
課
程
、
非
常
勤
講
師

(博
物
館
学
、
日
本
彫
刻
史
担
当

昭
和
六
三
年
三
月
ま
で
)
。

東
大
寺
勧
学
院
講
師

(仏
教
美
術
担
当

平
成
九
年
ま
で
)
。

法
隆
寺
求
道
会
講
師

(平
成

一
〇
年
ま
で
)。

奈
良
県
文
化
財
審
議
委
員

(美
術
彫
刻
部
門
)。

外
務
省
研
修
所
講
師

(
日
本
美
術
史
、
仏
教
美
術
担
当

平
成
七
年
三
月
ま
で
)
。

奈
良
国
立
博
物
館
仏
教
美
術
資
料
研
究
セ
ン
タ
ー
、
仏
教
美
術
研
究
室
長
。

龍
谷
大
学
文
学
部
大
学
院
修
士

・
博
士
課
程
非
常
勤
講
師
担
当

(特
殊
講
義
、
仏
教
美
術
担
当

平
成
二
年
三
月
ま
で
)
。

鳥
取
県
倉
吉
市
博
物
館
文
化
顧
問
。

奈
良
国
立
博
物
館
学
芸
課
学
芸
課
長
。

姫
路
市
文
化
財

審
議
委
員

(美
術
彫
刻
部
門
)。

奈
良
県
御
所
市

文
化
財
審
議
委
員
。

奈
良
県
斑
鳩
町
文
化
財
委
員
。

京
都
西
本
願
寺
文
化
財
管
理
委
員
会
委
員
。

奈
良
国
立
博
物
館
学
芸
課
学
芸
課
長
退
任
。

奈
良
国
立
博
物
館
名
誉
館
員
。

財
団
法
人
元
興
寺
文
化
財
研
究
所
評
議
委
員
。
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平
成

六
年

四
月

平
成

七
年

四
月

平
成

八
年

九
月

平
成

九
年

四
月

平
成

=

年

三
月

龍
谷
大
学
文
学
部
大
学
院
修
士
課
程
講
師

(文
化
財
研
究
、
美
術
史
担
当

平
成
七
年
三
月
ま
で
)

奈
良
大
学
文
学
部
文
化
財
学
科
教
授

(文
化
財
学
研
究
法
、
美
術
史
講
読
、
美
術
史
特
殊
講
義
、
日
本
彫
刻
史
、
日
本
文
化
史
、
美
術
史
演
習
担

当
)
。

奈
良
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
前
期
課
程
文
化
財
史
料
学
専
攻
担
当
。

文
化
庁
文
化
財
審
議
会
専
門
審
議
委
員

美
術
部
門
。

奈
良
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
文
化
財
史
料
学
専
攻
担
当
。

三
十

一
日
、
肝
不
全
の
た
め
浄
土
へ
還
る
。
享
年
六
十
七
歳
。

奈
良
大
学
を
退
職
す
る
。

著

作

目

録

著
書

仏
教
史
概
説

(共
著
)

秘
宝

東
大
寺

下
巻

(共
著
)

秘
宝

東
大
寺

上
巻

(共
著
)

秘
宝

法
隆
寺

上
巻

(共
著
)

秘
宝

法
隆
寺

下
巻

(共
著
)

室
町
時
代
仏
像
彫
刻
-
在
銘
作
品
に
よ
る
1

聖
徳
太
子
尊
像
集

(共
著
)

日
本
名
宝
事
典

(共
著
)

(共
著
)

昭
和
四
四
年

四
月

昭
和
四
四
年

九
月

昭
和
四
四
年

一
一
月

昭
和
四
五
年

三
月

昭
和
四
五
年

六
月

昭
和
四
六
年

二
月

昭
和
四
六
年

四
月

昭
和
四
六
年

五
月

平
楽
寺
書
店

講
談
社

秘
宝

シ
リ
ー
ズ

講
談
社

秘
宝

シ
リ
ー
ズ

講
談
社

秘
宝

シ
リ
ー
ズ

講
談
社

秘
宝

シ
リ
ー
ズ

学
芸
書
林

法
隆
寺

・
奈
良
県
文
化
財
保
存
課

小
学
館
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秘
宝

園
城
寺

(共
著
)

阿
弥
陀
仏
彫
像

(単
著
)

山
越
阿
弥
陀
図

(単
著
)

新
版
仏
教
考
古
学
講
座

第
五
巻

仏
具

(共
著
)

奈
良
市
史

工
芸
篇

(共
著
)

大
和
古
寺
大
観

第
二
巻

当
麻
寺

(土
ハ著
)

新
修

稲
沢
市
史

研
究
篇
二

美
術
工
芸

(共
著
)

仏
具
大
辞
典

(共
著
)

日
本
の
文
化
財

(土
ハ著
)

大
和
路
か
く
れ
寺
か
く
れ
仏

(単
著
)

奈
良
朝
写
経

(共
著
)

大
百
科
事
典

(共
著
)

国
宝
大
事
典

彫
刻

(共
著
)

阿
弥
陀
如
来
像

(単
著
)

日
本
美
術
史
辞
典

(共
著
)

真
宗
重
宝
聚
英

第
七
巻

聖
徳
太
子
像

(土
ハ著
)

真
宗
重
宝
聚
英

第
三
巻

真
宗
重
宝
聚
英

第
四
巻

図
説

日
本
の
仏
教

三

仏
教
美
術
入
門

第
三
巻

仏
教
美
術
入
門

第
六
巻

阿
弥
陀
仏
像

(共
著
)

親
鷺
聖
人
像

(共
著
)

浄
土
教

(共
著
)

大
乗
仏
教
の
美
術

(共
著
)

仏
教
美
術
の
ひ
ろ
が
り

(共
著
)

昭
和
四
六
年

一
〇
月

昭
和
五
〇
年

四
月

昭
和
五

一
年

一
〇
月

昭
和
五

一
年

一
二
月

昭
和
五
三
年

三
月

昭
和
五
三
年

一
二
月

昭
和
五
四
年

一
月

昭
和
五
七
年

一
〇
月

昭
和
五
七
～
六
二
年
、

平 平 平 平 平 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭
成 成 成 成 成 和 和 和 和 和 和 和

六 六 六 六 六 五 五
三 二 二 元 元 三 ニ ー ○ 〇 八 七
年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年

一 九 七 二 二 六 五 六 七 六 四 五

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月

講
談
社

秘
宝
シ
リ
ー
ズ

東
京
美
術

同
朋
舎
出
版

雄
山
閣

奈
良
市

吉
川
弘
文
館

岩
波
書
店

新
修
稲
沢
市
史
編
纂
会
事
務
局

鎌
倉
新
書

平
成
元
年
～

(毎
年
三
月
発
行
)
日
本
交
通
公
社
出
版
事
務
局

講
談
社

東
京
美
術

平
凡
社

講
談
社

至
文
堂

シ
リ
ー
ズ
日
本
の
美
術

二
四
一

平
凡
社

同
朋
舎
出
版

同
朋
舎
出
版

同
朋
舎
出
版

新
潮
社

平
凡
社

平
凡
社
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正
倉
院
宝
物

に
み
る
仏
具

・
儀
式
具

(共
著
)

仏
像
彫
刻

の
鑑
賞
基
礎
知
識

(共
著
)

仏
教
美
術
論
考

(単
著
)

平
成

五
年

一
〇
月

平
成

五
年

一
二
月

平
成

一
〇
年

七
月

紫
紅
社

至
文
堂

法
藏
館

正
倉
院

シ
リ
ー
ズ
第
3
巻

鑑
賞
基
礎
知
識

シ
リ
ー
ズ

論
文

阿
弥
陀
像
の
造
像
に
つ
い
て

多
武
峯
常
行
三
昧
堂
関
係
資
料

阿
弥
陀
仏
の
異
形
像
に
つ
い
て

伊
豆
御
山
常
行
堂
と
そ
の
本
尊
に

つ
い
て

霧
島
周
辺
の
仏
教
美
術
-
仏
像

・
石
塔

・
建
築

ー

日
光
輪
王
寺
常
行
堂
本
尊
宝
冠
阿
弥
陀
如
来
及
び
四
菩
薩
像
調
査
之
留

比
叡
山
東
塔

・
西
塔
の
常
行
堂
の
興
廃

に

つ
い
て

昭
和
三
六
年

一
〇
月

昭
和
三
九
年

九
月

昭
和
四

一
年

一
二
月

昭
和
四
三
年

九
月

昭
和
四
五
年

一
二
月

昭
和
五
〇
年

六
月

昭
和
五
二
年

一
月

押
出
仏
と
仏
像
型
-
正
倉
院
の
仏
像
型
を
中
心
と
し
て
そ
の
製
作
の
実
験
的
考
察

-

昭
和
五
八
年

三
月

博
仏
雑
想
観

昭
和
六
〇
年

六
月

玉
虫
厨
子
内
部
荘
厳
の
押
出
千
仏
像

昭
和
六
〇
年

一
二
月

仏
像
の
流
転
-
日
韓
古
代
誕
生
仏
の
諸
相

-

昭
和
六

一
年

七
月

倶
会

一
庭
の
蔵
王
権
現
像

昭
和
六
二
年

一
月

河
内
長
野
小
山
田
元
宮
発
見
の
押
出
如
来
三
尊
像
に
つ
い
て

昭
和
六
三
年

九
月

古
代
寺
院
の
礼
拝
空
間
に
つ
い
て
の
試
論

⊥

二
金
堂
、
二
金
堂

に
対
す
る
疑
問
ー

平
成

元
年

三
月

龍
谷
史
壇

四
八
号

(龍
谷
大
学
史
学
会
)

大
和
文
化
研
究

九
巻
九
号

(大
和
文
化
研
究
会
)

宮
崎
博
士
還
暦
記
念
論
集

真
宗
史
の
研
究

(永
田
文
昌
堂
)

大
和
文
化
研
究

一
三
巻
九
号

(大
和
文
化
研
究
会
)

カ
ヤ
カ
ベ

か
く
れ
念
仏

調
査
報
告
書

(法
藏
館
)

日
光
山
輪
王
寺
常
行
堂
本
尊
調
査
之
留

(輪
王
寺
)

仏
教
史
学
論
集

(永
田
文
昌
堂
)

龍
谷
史
壇

八

一
・
八
二
号

(龍
谷
大
学
史
学
会
)

末
永
先
生
米
壽
記
念

献
呈
論
文
集

(末
永
先
生
米
寿
記
念
会
)

法
隆
寺
昭
和
資
財
帳
調
査
概
報

伊
珂
留
我

五
号

(斑
鳩
町
)

大
和
文
華

七
六
号

(大
和
文
化
研
究
会
)

古
美
術

八

一
号

(三
彩
新
社
)

網
干
教
授
華
甲
記
念
論
集

(網
干
善
教
先
生
華
甲
記
念
会
)

龍
谷
史
壇

九
三

・
九
四
号

(龍
谷
大
学
史
学
会
)
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親
鷺
聖
人
の
遷
化
を
め
ぐ

っ
て

平
成

元
年

一
二
月

正
倉
院
宝
物
の
仏
像
型
と
押
出
仏

平
成

四
年

二
月

香
印
坐
考

平
成

五
年

三
月

韓
国
古
代
仏
教
寺
院
の
礼
拝
空
間
に

つ
い

て
1
特

に
礼
拝
石
と
奉
炉
石
に
つ
い
て
i

平
成

五
年

三
月

古
代
仏
教
寺
院
の
礼
拝
石
空
間
と
礼
拝
石

安
陀
会
に
つ
い
て

平
成

一
〇
年

三
月

平
成

一
〇
年

三
月

平
松
令
三
先
生
古
稀
記
念
論
集

日
本
の
宗
教
と
文
化

(同
朋
舎
出

版
)

仏
教
芸
術

二
〇
〇
号

正
倉
院
特
集

(毎
日
新
聞
社
)

正
倉
院
年
報

一
五
号

(宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所
)

文
部
省
科
学
研
究
費
時
補
助
金

(国
際
学
術
研
究
)
日
韓
両
国
に
所

在
す
る
韓
国
仏
教
美
術
の
共
同
研
究

研
究
成
果
報
告
書

(課
題
番

号
O
酌○
髭
一①
。。)
(奈
良
国
立
博
物
館
)

文
化
財
学
報

第

一
六
集

網
干
善
教
先
生
古
稀
記
念
考
古
学
論
集

(網
干
善
教
先
生
古
稀
記
念

会
)
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四

年

間

を

回

顧

し

て

光

森

正

士

井
上
正
先
生
の
あ
と
を
引
継
い
で
わ
た
く
し
が
奈
良
大
、
文
学
部
文
化
財
学
科

の
教
壇
に
立

つ
こ
と
に
な

っ
た
の
は
丁
度
阪
神
大
震
災
の
あ

っ
た
平
成
七
年
の
四

月

で
あ
る
。
当
時
わ
が
家
の
被
災
の
あ
と
も
十
分
に
片
付

い
て
お
ら
ず
、
心
身
と

も
に
疲
れ
果
て
る
毎
日
を
送

っ
て
い
た
。

は
や
い
も
の
で
あ
れ
か
ら
す
で
に
四
年

の
月
日
が
流
れ
て
い
る
。

東
京

で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
か
れ
た
年

か
ら
約
三
十
年
勤
め
て
い
た
奈
良
国
立

博
物
館
も
よ
う
や
く
退
官
の
と
き
を
迎
え
る
こ
と
に
な

っ
た
が
、
そ
の
頃
か
ら
わ

た
く
し
の
体
に
変
調
の
兆
が
起
こ

っ
て
い
た
。
体

の
あ
ち
こ
ち
に
故
障
が
起
こ
り
、

病
院
を
入
退
院
し
て
い
た
。
そ
の
頃
は
い
ま
と
違

っ
て
週
休
二
日
制
で
は
な
く
、

日
曜
以
外
は
毎
日
片
道
二
時
間
、
往
復
四
時
間
以
上
を
か
け
て
通
勤
し
た
。
晩
年

こ
れ
が
か
な
り
骨
身
に
応
え
る
よ
う
に
な

っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

退
官
し
て
や
れ
や
れ
と

一
息

つ
い
て
い
た
こ
ろ
に

「
好
事
魔
多
し
」
の
こ
と
ば

通
り
、
大
地
震
が
起
き
た
。
そ
し
て
そ
の
四
月
か
ら
学
園
生
活
も
始
ま

っ
た
。
こ

の
よ
う
に
身
辺
に
大
き
な
変
化
が
生
じ
る
と
、
そ
れ
ま
で
の
病
院
通
い
や
継
続
的

な
治
療
や
安
静
が
い

つ
し
か
お
ろ
そ
か
に
な

っ
て
い
た
。
し
か
し
、
病
魔
の
方
は

歩
を
留
あ
る
こ
と
な
く
、
着
実

に
進
行
し
て
い
た
。

い
ま
＼
で
何

の
苦
も
な
く
や

り
遂
げ
ら
れ
た
小
さ
な
仕
事
も
、
手
掛
け
る
と
す
ぐ
に
疲
れ
、
長
く
こ
れ
を
持
続

す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

っ
た
。
常

に
倦
怠
感
を
感
じ
、
足
腰
に
痛
み
を
感
じ
は

じ
あ
た
。

平
成
十
年
の
三
月
頃
か
ら
そ
れ
が

一
層
ひ
ど
く
な
り
、
家

の
近
く
で
診
療
所
を

開
い
て
い
る
中
学
時
代
か
ら
の
友
人

に
診
察
し
て
も
ら

っ
た
。
彼

の
日
く
、
「君
、

以
前
よ
り
だ
い
ぶ
悪
く
な

っ
て
い
る
。
ど
う
し
て
通
院
を
怠

っ
た
ん
だ
」
と
叱
ら

れ
た
。
実
は
彼
の
医
学
部

の
先
輩

で
名
医
と
し
て
誉
れ
の
高

い
専
門
の
医
師
に
紹

介
さ
れ
、
そ
の
大
学
病
院

へ
入
院
し
た
り
、
通
院
し
た
り
し
て
い
た
。
し
か
し
そ

の
病
院
は
少
し
遠
い
。

仕
方
な
く
彼
は
別

の
病
院

へ
紹
介
し
て
く
れ
た
。
"持

つ
べ
き
も

の
は
友
"
と

感
じ
、
彼
の
い
う
通
り
に
従

っ
た
。
別
の
病
院

へ
行
く
こ
と
は
病
状
の
検
査
が

一

か
ら
始
め
ら
れ
、

こ
こ
も
悪

い
、
か
し
こ
も
悪
い
と
指
摘
さ
れ
、
「
し
ば
ら
く
入
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院
し
、
安
静
に
し
な
さ
い
」
と
若
い
主
治
医
か
ら
宣
告
さ
れ
た
。
そ
れ
は
六
月
に

入

っ
て
い
た
。
毎
日
病
院
の
白
い
天
井
を
眺
め

つ
つ
、
先
ず
三
週
間
が
過
ぎ
た
。

退
屈
な
日
々
で
あ

っ
た
。

病
気
の
せ
い
で
は
あ
る
が
出
勤
当
日
は
何
と
か
事
を
終
え
て
帰
る
が
、
そ
の
翌

日
に
な
る
と
非
常
に
疲
れ
を
感
じ
、

こ
れ
を
い
や
す

の
が
大
変
で
あ
る
。
連
日
朝

か
ら
晩
ま
で
体
を
休
め
横

に
な

っ
て
い
る
。

ひ
と
頃
九
〇
キ

ロ
近
く
あ

っ
た
体
重
も
み
る
み
る
う
ち
に
七
〇
キ

ロ
台
に
減

っ

た
。
入
浴
し
て
鏡
に
向
い

「あ

＼
痩
せ
た
な
あ
」
と
思
わ
ず
口
か
ら
で
る
よ
う
に

な

っ
た
。

第

一
期
は
三
週
間
の
入
院
で
、
第
二
期

は
二
週
間
い
ず
れ
も
検
査
入
院
で
あ
る
。

平
成
十

一
年
正
月
に
は
第
三
の
入
院
が
わ
た
く
し
を
待

っ
て
い
る
。

入
院
中
も
、
退
院
し
て
か
ら
も
い
つ
も
心
に
か
か
る
の
は
、
来
春
卒
業
す
る
学

生
諸
君
の
卒
論
で
あ
る
。
「あ

＼
、
い
ま
が
大
事
な
と
き
な
の
に
な

あ
」
と
自
分

の
不
甲
斐
な
さ
を
悔
ん
で
い
た
。

大
学
院
生

の
卒
論
も
心
に
か
か
り
、
古
原
先
生
や
岡
田
先
生
が
お
ら
れ
た
ら
な
あ

と
勝
手
な
思

い
を
し
た
り
も
し
た
。
通
常

の
停
年
期
を
過
ぎ
る
と
、
病
を
得
た
り
、

ま
た
い
ろ
い
ろ
故
障
が
起
き
た
り
す
る
も

の
で
、
お
互
い
に
何
と
も
致
し
方
が
な

い
こ
と
だ
。

水
野
学
長
は
じ
あ
文
化
財
学
科
の
先
生
方
の
ご
配
慮
を
得
て
後
期
の
授
業

の
分

担
、
肩
替
り
を
し
て
い
た
ゴ
け
る
と
聞
い
て
ほ
っ
と
安
堵
し
、
感
謝
し
た
。

し
か
し
代
替
の
き
か
ぬ
大
学
院
の
講
義
だ
け
は
何
と
か
な
ら
ぬ
か
と
い
う
こ
と

で
、
前
期
の
補
講
も
あ

っ
て
、
水
曜
日
に
こ
れ
を
ま
と
め
て
実
施
す
る
こ
と
に
し

た
。

思
う
に
わ
が
文
化
財
学
科

の
学
生
諸
君
は
総
じ
て
気
質
が
温
和
で
、
実
に
素
直

で
あ
る
。
理
解
力

に
す
ぐ
れ
、
ま
た
努
力
を
お
し
ま
な
い
。
だ
か
ら
最
後
の

一
年

間
こ
れ
ら
の
学
生
諸
君

の
要
望

に
十
分
応
え
ら
れ
な
か

っ
た
こ
と
を
頗
る
心
苦
し

く
思

っ
て
い
る
。

ま
だ
健
康
が
さ
ほ
ど
悪
化
し
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
は
じ
あ
の
三
年
間
は
実
に

楽
し
く
過
ご
す

こ
と
が
で
き
、
そ
れ
ぞ
れ
に
想

い
出
も
深
い
。

「ゼ
ミ
旅
行
」
と
称
し
て
平
成
八
年
三
月

に
十
日
間
ほ
ど
韓
国
に
行
き
、
そ
の

名
刹
や
古
寺
遺
跡
、
あ
る
い
は
博
物
館
な
ど
訪
れ
、
楽
し
い
旅
が
で
き
た
。
こ
の

と
き
若
者

の
た
く
ま
し
さ
、
旺
盛
な
食
欲
な
ど
に
驚
か
さ
れ
、
大
学
で
は
見
る
こ

と
の
で
き
な
い

一
面
を
垣
間
見
る
思
い
が
し
た
。
学
生
諸
君
も
韓
国
に
対
す
る
認

識
が
大
き
く
変
化
し
た
こ
と
で
あ

っ
た
ろ
う
。

次

い
で
九
年
の
三
月
に
、
今
度
は
文
化
財
学
科
全
体
の
研
修
旅
行
と
し
て
中
国

に
渡
り
、
竜
門
石
窟
を
は
じ
め
天
龍
山
、
雲
岡
石
窟
な
ど
の
三
大
石
窟
寺
院
、
ま

た
道
緯
や
善
導
が
住
ん
だ
玄
中
寺
、
二
つ
の
大
塔
の
立
並
ぶ
双
塔
寺
、
紫
禁
城
、

天
安
門
広
場
な
ど
を
見
学
し
た
。
中
国
の
現
在
を
学
び
、
そ
の
食
事
も
十
分
に
味

合

っ
た
。
海
外
旅
行
が
は
じ
め
て
の
家
内
も
同
伴
し
、
彼
女
の
友
人
た
ち
も
何
人

か
こ
れ
に
混
ざ
り
、
ま
た
文
化
財
見
学
を
好
む
医
師
ま
で
こ
の

一
団
に
加

っ
て
も

一g一
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購

馬

鐸
査戦

健

調 騨
霧購雛

ら
い
、
大
い
に
安
心
し
た
旅
が
続
け
ら
れ
た
。

翌
十
年
三
月
か
ら
先
述

の
体
調
異
変

に
見
舞
わ
れ
た
。
強

い
こ
と
で
有
名
な
あ

る
横
綱
が
、
わ
た
く
し
に
は
ま
だ
ま
だ
若
い
と
思
わ
れ
る
の
に
引
退
を
表
明
し
た
。

そ
の
理
由
を
涙
し
て
語

っ
た
。
「体
力
の
限
界
」
と
の
み
語

っ
て
彼
は
土
俵
を
去

っ

た
。
わ
た
く
し
な
ど
も
う
古
稀

(七
〇
歳
)
に
手
の
と
ど
く
と
こ
ろ
ま
で
き
て
い

る
。
自
分
か
ら
体
力
の
弱
く
な

っ
た
こ
と
、
持
続
的
に
仕
事
を
す
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
り
、
同
じ
よ
う
な
こ
と
ば
が
思
わ
ず
口
か
ら
出
て
も
当
然
か
と
思
う
。

若
い
学
生
諸
君
と
語
ら
い
を
も

つ
こ
と
は
好
き
で
あ
る
。
そ
の
と
き
我
が
身
に

は
す
で
に
失
わ
れ
て
い
る
体
力
は
勿
論
、
若

い
新
鮮
な
感
性
、
新
し
い
表
現
力
、

い
わ
ゆ
る
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
に
対
し
て
の
う
ら
や
ま
し
さ
は
限
り
な
い
。
た
だ
欠
け

て
い
る
も
の
と
い
え
ば
そ
れ
は
経
験

の
足
り
な
さ
で
あ
る
。

つ
ね
日
頃
、
わ
た
く
し
は

「学
問
や
研
究
は
お
互
い
に
楽
し
み
な
が
ら
や
ろ
う

じ

ゃ
な
い
か
」
と
い
い
、
高
校
時
代
ま
で
の

「
勉
め
強

い
ら
れ
る
時
代
は
過
ぎ
て

い
る
。」
と
も
語

っ
た
。
学
問
の
世
界
、
研
究
の
世
界
で
は

「
閃
き
と
い
う
も

の

が
大
切
で
あ
る
。
日
頃

の
努
力

で
こ
れ
が
生
ま
れ
て
く
る
。
し
か
も
そ
れ
は
頭
脳

ば
か
り
で
な
く
、
体
全
体
か
ら
も
生
ま
れ
て
く
る
」
と
も
い
っ
て
き
た
。

こ
の
こ

と
ば
の
意
味
を
い
つ
の
日
か
、
誰
か
が
会
得
し
て
く
れ
た
ら
う
れ
し
い
。

遠
く
関
東

(千
葉
)
か
ら
こ
の
大
学

へ
入
学
し
、
す
で
に
卒
業
し
た
女
子
学
生

が
、
陰

で

「
先
生
の
こ
と
を
奈
良
の
お
父
さ
ん
」
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
よ
と
、
そ

一g



の
友

人

か

ら

聞

い
た

。

「
何

だ

お

父

さ

ん

か

、

お

兄

さ

ん

じ

ゃ
な

い

の

」

い

っ
た

ら
、

そ

の
学

生

は
ゲ

ラ
ゲ

ラ
笑

っ
た
。

し

か

し
大

い

に
照

れ

く

さ

く

も

あ

り
、

そ

ん

な

風

に
思

っ
て

い

て
く

れ

た

の

か

と
、

う

れ

し

く

も

あ

っ
た

。

与

え

ら

れ

た

在

職

年

限

、

そ

の
任

務

を
病

の
た

め

と

は

い

い
な

が

ら

十

全

に
果

た

す

こ
と

の

で
き

な

か

っ
た

こ
と

は
、

ま

こ
と

に
漸

悦

に
耐

え

な

い
。

ど

う

か

ご

勘

弁

下

さ

る

よ

う

お

願

い
し

た

い
。

今

後

は
奈

良

大

で
味

合

っ
た

い
ろ

い

ろ
な

こ

と

を
楽

し

い
想

い
出

と

し

て
、

深

く

心

に
秘

あ

つ

つ
静

養

の
日

々
を

送

り

た

い
と

思

っ
て

い
る

。

わ
た
く
し
を
育
て
て
く
れ
た
恩
師
石
田
茂
作
先
生
は
奈
良

の
博
物
館
長
と
な

っ

て
東
京
か
ら
奈
良
に
来
ら
れ
た
と
き
、
か
の
熊
本
藩
主
細
川
護
立
候
よ
り

一
枚
の

色
紙
を
頂
か
れ
た
。
そ
れ
に
は

「絶
学
無
憂
」
の
四
文
字
が
麗
筆
で
書
か
れ
て
あ

っ

た
。
石
田
先
生
は
茶
目
気
を
出
し
て
細
川
候
に

「学
を
絶

て
ば
憂

い
無
し
」

で
す

か
と
い
う
と
、
細
川
候
は

「君
は
そ
う
読
む
か
」
と
い
さ
さ
か
ご
機
嫌
斜
め
で
あ

っ

た
と
い
う
。
し
か
し
、
勿
論
こ
の
四
字
の
真
意
は

「学
を
絶
た
ず
は
憂

い
な
し
」

で
あ
る
こ
と
存
知
し
て
お
ら
れ
た
の
で
は
あ
る
。
石
田
館
長
が
嫌
だ
嫌
だ
と
駄
々

を

こ
ね
て
、
奈
良

へ
の
赴
任
を
断

っ
た
石

田
先
生

へ
の
饒
別
の
こ
と
ば
で
あ
る
。

そ
の
石
田
先
生
が
奈
良
を
去
る
に
当
り
、
今
度
は

「深
藏
如
虚
」
と
書
か
れ
た
楽

焼

の
大
皿
を
頂
い
た
。
「深
く
蔵
し
て
虚

し
き
が
如
し
」
と
読
む
の
で
あ
ろ
う
。

い
ま
も
こ
れ
を
大
切
に
し
ま

っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
こ
の
よ
う
な
気
の
き
い
た
こ
と
ば
の
ひ
と

つ
も
学
生
諸
君
に
贈
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
よ
い
の
だ
が
、
才
能
の
な
い
も
の
の
悲
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ

こ
で
無
理
し
て
先
述
し
た
よ
う
に

「閃
者
救
学
」
(閃
き
は
学
を
救
う
)
と
で
も

申
し
上
げ
、
惜
別
の
こ
と
ば
と
し
た
い
。
ど
う
か
頑
張

っ
て
下
さ
い
。

「文
化
財
学
報
」

の
第
十
七
集
は
、
わ
た
く
し

へ
の
送
別
論
集
と
し
た
い
か
ら
、

何
か

一
篇
の
論
文
と
そ
れ
に
略
歴
、
研
究
歴
、
ま
た
写
真
な
ど
を
掲
載
し
た
い
と

編
集
子
か
ら
要
請
を
う
け
た
。
し
か
し
今
の
わ
た
く
し
に
は
新
た
に
論
文
を
書
く

元
気
は
な
い
。
ど
う
か
ご
勘
弁
い
た
だ
き
た
い
と
断

っ
た
。
し
か
し
た
だ
の
四
年

間
と
い
う
短
い
在
職

で
あ

っ
た
け
れ
ど
想
い
出
と
し
て
の
よ
し
な
し
ご
と
な
ら
と
、

つ
ま
ら
ぬ
こ
と
は
重
々
承
知
し
な
が
ら

一
文
を
草
す
る
こ
と
に
し
た
。

ど
う
か
こ
ん
な
次
第

で
す
の
で
悪
か
ら
ず
ご
寛
容
を
賜
り
た
い
。
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